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傾向と分析 

この図も、２日間で行われた講習のうち、１日目に、受講生が書き込んだ文章と、

２日目に書き込んだ文章の違いを示している。ただし、上記の「共起ネットワーク」

とは、数学的アルゴリズムが異なり、対応分析をベースにしている。 

左下の方に赤字で「１日目」とある。左下に位置する単語ほど、「１日目」に書

き込まれた文章に出現したことを示しており、右上の方に赤字で「２日目」とある。

右上に位置しているほど、「２日目」に書き込まれた文章に出現した単語であること

を示している。 

「１日目」に特徴的に出現している言葉は、「作家」「生まれる」「アメリカ」

「精神」「分かる」「文学」となっている。「アメリカ」に「生まれ」た「作家」や

「文学」やその「精神」が「分かる」という意味を示しているように思われる。 

「２日目」に特徴的に出現している言葉は、「英文」「単語」「勉強」「イメー

ジ」「触れる」「捉える」「楽しい」「英語」などとなっている。「英文」や「単語」

を「勉強」し、「触れる」際には、「イメージ」で「捉える」ようにすると「楽し」

く「英語」を学べる、という意味を示しているように思われる。 

多重対応分析  １日目と２日目 図 9. 
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第１節 調査の概要 

 

 

今回の調査研究事業の成果を検証するため、ならびに意見等を広く聴取するため、

以下の調査を実施した。 

 

アンケート調査 「英語教員研修 e ポートフォリオ開発検討委員会による意識調査」 

 

①調査対象 

 ○英語教育について、研修する第３回目研修に出席した教員、ならびに認定講

習に出席した教員 

 

②実施方法及び実施時期 

 ○実施方法 

第３回目の研修終了後、ならびに認定講習終了後に、質問紙調査法で実施

した。e ポートフォリオと区別するため、紙ベースで行った。 

 

○回収数 

29 件の回答を得た。 

 

○データ・スクリーニング 

すべての回答結果 29 件のうち、自由記述の空欄を除き、欠損値を含むデー

タは 4 件であった。通常であれば、欠損値を含むデータはリストワイズで

除外するのが通例であるが、今回はデータ数との兼ね合いもあり、除外は

せず、該当する質問項目に関して、「空白・エラー」の項目を設け、分析

対象データに残しておくこととした。 

 

○実施時期 

  令和元年 11 月から 12 月上旬まで 

 

○調査内容 

事前に、山形市内の教員に、簡単なフォーカス・グループ・インタビュー

を実施した。その結果をもとに、現場の教員が関心や問題意識を持ってい

ると考えられる事柄を推測し、仮説を立てた。そして、それを基に 12 の質

問項目を作成した。一方、調査者が想定していない事柄を現場の教員が持

っている可能性があり、それを探るために、1 つの自由記述を設定した。 

 

③ 分析方法  

・質問項目 1 から 12 までの定量的調査については、すべての質問項目に関し

て「単純集計」を行い、それから任意の質問項目について「クロス集計」を
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理解
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使用

説明
結果

Wi-Fi

c. 40代

１つ環境

授業

時間
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Degree:
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画面
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フィードバック
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結果

使う

悪い

良い
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打ち込む
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a. とてもそう思う

タブレット

画面

環境

個人

理解
フィードバック

授業

説明

問題

時間

PC

Wi-Fi

スマホ

分かる

若い

小さい

場

人

１つ

b. そう思う

ネット

解説

解答

共有

使用

集計

提出

結果

使う

悪い

良い

c. 少しそう思う

打ち込む
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タブレット

ネット

画面 環境

個人

理解
フィードバック

授業

解説 解答

共有

使用

集計

説明

提出
問題時間

結果

PC
Wi-Fi

スマホ

分かる

使う
打ち込む 悪い

若い小さい

良い

場

人

a. とてもそう思う

b. そう思う

c. 少しそう思う

f. まったくそう思わない
g. NA/DK
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第３章において、「英語教員研修 e ポートフォリオ開発検討委員会による意識調査」

の結果を示し、傾向を探り、分析を行った。この章では、その分析をもとに考察を加え

る。 

 
今回のアンケート調査は、山形市小学校教育研究会外国語部会と連携した、第３

回目の研修後に実施したことや（研修会自体は、一般に広く公開しており、中学校

の教員も参加していた）、認定講習も小学校教員向けであったため、9 割を超える

回答者が小学校勤務という結果が出た（質問１）。（本来であれば、中学校・高等

学校の教員からも回答を得られればなおのことよかったが、中学校・高等学校の教

員に関しては、具体的な記述例として、第 2 章で掲載した。）。 

世代別の構成比を見ると、30 代、40 代、50 代がそれぞれ 3 割程度、20 代が 1 割

を占めていた（質問 2）。したがってこのアンケート調査では、小学校の現場であ

る程度の経験を積んだ、小学校外国語・外国語活動に対する関心が高く、この科目

に対応する必要性を感じている教員からの回答を得ることができたと考えられる。

また、40 代、50 代が合わせて 6 割程度であるので、学年主任や管理職など、指導

的立場にある教員の回答も含まれている可能性があるかもしれない。 

 研修の内容や形態に関する質問（質問３～６）に対する回答からは、ほぼすべて

の回答者が、英語や英語教育に関する理論的な事柄よりも、明日の授業からでもす

ぐに使える実践的テクニックを学びたいと考えており（質問３）、また、座学より

も授業参観やワークショップなど、実際の授業に近い形態での研修を望んでいるこ

とが分かる（質問４）。これは、小学校での英語教育をどのように行ったらよいの

か、現場の教員が対応に苦慮しており、実用的な授業法を切実に求めていることを

示していると考えられる。ただし、2 割弱の回答者は座学に対して拒否感を抱いて

おらず、9 割弱の回答者が学問的理論も学びたいと思っている（質問６）。これら

を考慮すると、実用的な教授法や教材を実践的に学ぶことを中心に、適宜、理論的

背景についての理解も深めていけるような研修の場が求められていると言える。質

問５は「指導案の書き方、CAN-DO リストの作成、活用の仕方、評価方法」という、

授業の準備や評価に関する研修を望んでいるかどうかを問うものだが、9 割の回答

者が質問に対して肯定的な回答をしている。これは、評価を伴う正式な教科として

英語を位置づけた新学習指導要領が全面実施される前に、新たに対処すべき事柄に

対して不安を抱えている教員が多いことと同時に、そうした不安を克服するために

学ぼうという前向きな姿勢を持つ教員が多いことを示している。 

 理論的な事柄も学びたいという回答者が大勢を占める一方で、実際に求められて

いる研修は実践的なテクニックを学べる場であるという結果は、回答者の勤務環境

に原因があるかもしれない。ほぼすべての回答者が、「研修の必要性を感じている

ものの、校務多忙で受けられない」（質問７）と回答している。教員の多忙さに関

しては「働き方改革」の流れもあり、喫緊の課題として取り組まなければならない

事項であるように思われる。ただし、そのような中でも、多忙であるにもかかわら

ず、多くの回答者は研修を受ける意欲を失ってはいない点である（質問８）。実際、

年間に参加した研修の平均回数を問う質問では（質問９）、９割を越える回答者が
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複数回参加しており、5 回以上の回答者は 3 割を越えている。多忙を極めるにもか

かわらず、何とかやりくりして研修に参加している教員が多いことが読み取れる。

すべての回答者が、「今回の研修・講習を受けて、得られるものがあった」と感じ

ている（質問 10）点も、今後につながるものであると考える。 

 WebClassでのeポートフォリオの有効性を問う質問（質問11）と、eポートフォ

リオを活用した研修・講習への参加意欲を問う質問（質問12）に対しては、約8割

の回答者が肯定的な回答をしている。これは、図 35 のクロス集計の結果からも、

一目瞭然であった。有効性や必要性について一定の認識を得られたと言える。 

しかし、同時に、この質問 11 と質問 12 の 2つの質問に突出して、無回答が一定

数、存在した。他の質問には、見られなかった傾向である、それゆえ、この点に注

目した。回答結果の違いは、当然ながら、考え方の違いに由来する。考え方の違い

はいろいろなものに起因するが、一般論として、ゼネレーションギャップであるこ

とが多い。それで、その原因を探るべく、年齢（質問 2）と質問 11、年齢（質問 2）

と質問 12 のクロス集計を行なったところ、ベテランの教員に、無回答が集中して

いたことが明らかになった。加えて、消極的な回答をした教員が上の年代に多かっ

たことも、明らかになった。 

この原因を探るため、質的・探索的調査である、アンケートの自由記述の結果を

精緻に分析した結果を踏まえ、考察を行なった。その結果、クロス集計の結果と、

特に「共起ネットワーク」図と「共起ネットワークの固有ベクトル中心性」の図の

分析結果から明らかになったのは、教員の ICTリテラシーの低さであった。これを

さらに掘り下げ、「年代を外部変数とした共起ネットワーク」図ならびに「年齢を

加味した多重対応分析」から見た際、若い世代よりも、特にベテラン世代の教員が

困難を感じていることが浮き彫りになった。 

実は、この点は、このアンケート調査とは別のことであるが、今回の研修を進め

ていく上で、もっとも大きな問題となったことでもあった。例えば、相互評価やル

ーブリックを実施しようとしたが、ICT 機器の扱いに慣れていないゆえなのか、パ

ソコン・タブレット・スマートフォンの電子機器の操作に時間を取られ、遅滞する

ような現象が時折見られた。それゆえ、そのような折には、状況に応じて、受講者

の記述を口頭でフロアに伝え、その場で共有するように試み、それをもとに、ディ

スカッションを行うようにして、簡単な相互評価を行うことで代替した。しかし、

今後、さらに情報化社会が進展し、ICT が浸透し、データ・サイエンスや AI が教

育現場に及んでくることを考えれば、この問題は、すぐにでも解決しなければなら

ない喫緊の課題であると考える。 

また、今回、この事業で本委員会が特別に企画した３回の研修と、県教委が主催

する研修（認定講習）の両方を実施したが、e ポートフォリオの書き込みの観点か

ら見た場合、圧倒的に、県教委が主催する研修（認定講習）の受講者の方が多かっ

た。これは、様々な要因が考えられるため、一概には言えないが、今回の取り組み

は、大学と県教委が連携したものであるが、やはり教員研修の主体はあくまで教育

委員会にあることを再認識させることとなった。今回の結果を踏まえるならば、大

学等が主催した研修会に教育委員会が連携するという形よりも、一例としては、教
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育委員会が通常、実施している教員研修に大学が協力をして、e ポートフォリオを

上手く組み込んでいくのが、もっとも効果的な形であるように思われる。今後、こ

れを念頭に置き、その関係性を踏まえつつ、いかに様々な課題をクリアして、実施

していくかが、今後重要になっていくと思われる。 

今回の取り組みは、e ポートフォリオに関する取り組みであるが、ポートフォリ

オは、履歴が大きな意味を持つ。したがって、このような履歴を蓄積していくこと

が、肝要であるため、いかに、今後、継続的に、e ポートフォリオを活用した教員

研修を行なっていくかが重要になってくると思われる。その意味において、e ポー

トフォリオを活用した教員研修は、単発的なものではなく、長く長期的に続けてい

ってこそ、意味を持つものであると考える。 

いずれにしろ、今回のアンケート調査から、研修に対して概ね肯定的な反応を得

られたゆえ、一連の研修の受講者は、e ポートフォリオを活用した英語教員研修に

対して、前向きに捉えていると理解できた。つまり、第二言語習得論に基づく、新

しい英語学習法・指導法を理解し、さらなる学びを得ようとする意欲を確認するこ

とができたのである。その意味において、山形県教員「指標」のうち、「教師とし

ての専門性の構築・専門教科の指導力強化」にある「29 英語教育や道徳教育、人

権教育、環境教育、国際理解教育など、今日的な教育の動向を把握し学校全体に広

めることができる」という目標を達成できた、もしくは近づくことができたと考え

る。 
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第３章で、「英語教員研修 e ポートフォリオ開発検討委員会による意識調査」の分析結

果につき、考察を加えた。この章では、それを基に、成果目標として掲げた以下の３点が

果たされたかどうか、検証を行うこととする。 

 

本調査研究の成果目標は、次の 3点である。 

 

① 新たな教育課題に対応する教員の専門的資質・能力の向上 

② 安価な情報システムによる、e ポートフォリオ構築のモデル・ケースの提示     

③ 大学と県教育委員会による、研修の一体化連携・協働の在り方・モデルの創出 

 

 

① 新たな教育課題に対応する教員の専門的資質・能力の向上 

 

激しく変わりつつある 21世紀において、従来の教育方法・学習方法では対応が

難しい状況が生じているが、それは教員が研修する環境においても同様である。

すなわち、「創造的な課題発見・解決力」を育む学びへ教員自身が、その学びに

おいて、シフトする必要が生じていると考えられる。 

そのためには、学び方を変える必要があり、具体的には、主体的に学習し、学

習履歴を保存・管理することが求められる。さらに、その内容を管理職と共有す

ることにより、メンター（管理職）から適宜、指導とアドバイスを受け、教員自

身が、学びを深めると同時に、将来への展望へとつなげていくことになる。 

これにより、不測の事態が生じた際も、必要な知識を集め、適切な判断を下し、

課題解決をはかる力を育てることにより、柔軟に対応できる力を学んでいくこと

になる。 

今回の取り組みでは、参加した教員の多くが、今後も e ポートフォリオを活用

した学びを続けてみたい、という意欲を示しており、この取り組みは非常に価値

のあるものであったことが検証できたと言える。 

さらに、e ポートフォリオへの書き込みの中で、興味深い記述があった。 

 

ポートフォリオで自分の学びを蓄積すること、それがウェブ上で簡単に

できることは、大変便利で教員の研修のアウトプットにもってこいだと

思います。（復命書を作成して、校長印をもらって、などしていると、

同僚に伝える暇もなくなります。）その日のうちに、できるだけ早く振

り返ることができるよう、次に研修の機会があれば、パソコンを持参す

るのもいいのかもしれません。 

 

この記述は、教員が e ポートフォリオのようなシステムの存在を望んでいるこ

との率直な気持の表われであると考えることができる。 

このような今回の取り組みは、山形県教員「指標」のうち、「教師としての専

門性の構築・専門教科の指導力強化」にある「29 英語教育や道徳教育、人権教
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育、環境教育、国際理解教育など、今日的な教育の動向を把握し学校全体に広め

ることができる」という目標を達成、もしくはそれに近づける成果を挙げたもの

と考える。この点は、本研究調査の結果を報告する報告会を開催した際、外部有

識者の福島大学・佐久間康之教授から高い評価をいただいた。 

 

②  安価な情報システムによる、e ポートフォリオ構築のモデル・ケースの提示     

 

上記の学びを踏まえた教員研修を実践に移すためには、膨大な履歴を保存し管

理しなければならない。しかし、それが、これまでは、非常に難しかった。なぜ

なら、履歴を、紙ベースで保管するのであれば、膨大な量になり、保管すること

の困難さに加え、検索性が著しく低くなるからである。 

この点につき、昨今、通信情報技術の発展により、情報システムを構築するこ

とによって、電子的に保存・管理・参照が容易かつ簡便になった。加えて、その

情報システムは、検索性や一覧性にも優れ、新たな発見につながる要素も含有し

ている。このような情報システムとして、e ポートフォリオを構築する必要性が

高まっている。 
しかし、そのような情報システムはおしなべて、設置に費用がかかることに加

え、維持にもコストがかかる。さらに、そのシステムを誰が管理するか、という

問題も孕んでいる。 
そこで、これらの問題を解決する方法として、現在、ほとんどの大学で導入さ

れている、LMS(Learning Management System)を活用する方法を、本事業で提案し

た。情報システムは、すでに設置してあるため、設置・維持の費用はかからない。

既存のシステムであるゆえ、すでに管理者が存在するため、システムを管理する

人を誰にするかという問題も生じない。その意味において、非常に安価に教員研

修のための eポートフォリオの構築が可能となった。 
この点につき、本調査研究では、すでに本学において導入済みである、日本デ

ータ・パシフィック社が提供する「WebClass」を活用した。今回は、後述する問

題点を抜きにすれば、極めて、効果的に、研修を進めていくことができた。それ

は、本調査研究が極めてコスト・パフォーマンスに優れていることや、それでい

て、上記のように、多くの教員が、e ポートフォリオで、さらに学び続けること

を希望していることも考慮するなら、極めて価値のある取り組みであったと言え

る。  

 
③ 大学と県教育委員会による、研修の一体化連携・協働の在り方・モデルの創出 

 
この事業は、山形大学と山形県教育委員会が連携して、推進した。大学教員と山形

県教育委員会の担当者による「英語教員研修 e ポートフォリオ開発検討委員会」を設置
し、山形大学から大学側の意見、山形県教育委員会からは県教委側からの意見を出し

合い、双方の意向を踏まえた、システム設計と構築を行った。 
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その際、現職教員に対する質問紙調査を実施し、その内容を参考にしつつ、先行する

事例として、大阪府教育委員会ならびに大阪教育大学を訪問調査し、その結果を開発

に反映させた。大阪府教育委員会からは、膨大かつ詳細な教員研修の際に活用するポ

ートフォリオを教示していただき、たいへん参考になった。大阪教育大学では、教員免許

を取得する際の教育実習などに、e ポートフォリオを活用しており、その取り組みに学ぶ

べきことが多かった。その二つの訪問調査で得たことを、今回の調査研究に十二分に反

映することができた。 
今回、大学と教育委員会が持つリソースを出し合い、双方にないものを補完し合うこと

ができ、非常に意義のある事業を遂行することができた。この取り組みは、双方がそれ

ぞれのリソースを、建設的に、供出し合うことによって初めて、効果を発揮する。今回の

取り組みについて、現場の教員からの好意的な反応を踏まえるなら、大学と教育委員会

の協力関係は、極めて、効果的に発揮されたものと考える。 
 
 

  次に、今後の展望について、考えることとする。 
 

上で述べたように、この取り組みは極めて価値ある取り組みであることが明らかにな

ったが、その一方、今後、取り組んでいくべき点が、２つ、あるように思われる。 
 
すでに前章で触れたが、まず、１つは、教員の ICT に対するリテラシーの低さ、である。

それは、考察でも触れたが、e ポートフォリオ以前に、そもそも、ウェブサイトに適切にロ

グインできない教員や、文字を入力することに困難を感じている教員も多々見られた。

確かに、デジタルネイティブの若い世代に比べ、ベテラン世代の教員にとっては、困難

が伴うものであることは十分に理解できることであるが、今後、情報化社会はさらに進み、

間違いなく、データ・サイエンスや AI が教育現場に浸透していくことを考えれば、こ

の点は、乗り越えていかなければならない問題であると言える。そもそも本来、

ICT は、教員の日頃の授業や校内業務の負担を軽減してくれるものとして活用されてい

くべきものなのであるが、逆に負担感を感じているように思われる。今後の教育現場を

取り巻く状況を鑑みるに、働き方改革の流れと相まって、もっと積極的な取り組みが求

められるように思われる。 
２つ目としては、今回の e ポートフォリオを活用した英語教員研修をどのように、普段

の教員研修の中に位置付けていくか、という問題になると思われる。すでに述べたよう

に、通常の県教委が実施する教員研修において、大学が e ポートフォリオに係る LMS な

どを提供する、という形での進め方がもっとも望ましいと考える。今回の取り組みで、英

語教員研修に e ポートフォリオを活用することは、有効であることが明らかになったので、

この成果をさらに発展させていくためにも、大学と教育委員会とで、さらに連携を深めて、

どのような形で進めていくか、今後の取り組みに大いに期待したいと願っている。 
いずれにしろ、今回の先進的な調査研究事業の成果としては、e ポートフォリオを活用

した英語教員研修は極めて効果的であることが明らかになった。今後、この取り組みの
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成果を様々な形で、いろいろな場に還元するとともに、継続していくことが重要であると

考える。 
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４．座学よりも，授業参観やワークショップなどの研修が望ましい． 

 

１．とてもそう思う． ２．そう思う． ３．少しそう思う． 

４．あまりそう思わない． ５．そう思わない． ６．まったくそう思わない． 

 

５．新学習指導要領が実施されるにあたり，指導案の書き方，CAN-DO リストの作成，活用の仕方，

評価方法を学べる研修が望ましい． 

 

１．とてもそう思う． ２．そう思う． ３．少しそう思う． 

４．あまりそう思わない． ５．そう思わない． ６．まったくそう思わない． 

 

６．実践も大事であるが，きちんとした学問的理論も学びたいと思う． 

 

１．とてもそう思う． ２．そう思う． ３．少しそう思う． 

４．あまりそう思わない． ５．そう思わない． ６．まったくそう思わない． 

 

７．研修の必要性を感じているものの、校務多忙で受けられない． 

 

１．とてもそう思う． ２．そう思う． ３．少しそう思う． 

４．あまりそう思わない． ５．そう思わない． ６．まったくそう思わない． 

 

８．研修の必要性を感じているものの、受ける気持ちが起こらない． 

 

１．とてもそう思う． ２．そう思う． ３．少しそう思う． 

４．あまりそう思わない． ５．そう思わない． ６．まったくそう思わない． 

 

９．これまで，一年に平均何回くらい研修を受けてきましたか． 

 

１．０回  ２．１回  ３．２回  ４．３回  

  ５．４回  ６．５回以上 

 

１０．今回の研修・講習を受けて、得られるものがあった． 

 

１．とてもそう思う． ２．そう思う． ３．少しそう思う． 

４．あまりそう思わない． ５．そう思わない． ６．まったくそう思わない． 

 

１１．ウェブクラスでの eポートフォリオは、有用だと思った． 

 

１．とてもそう思う． ２．そう思う． ３．少しそう思う． 

４．あまりそう思わない． ５．そう思わない． ６．まったくそう思わない． 
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英語教員研修 eポートフォリオ開発検討委員会 

による意識調査 

 

 

この度，令和元年度 文部科学省委託事業「教員の養成・採用・研修の一体的改革推進事業」に

採択されたことに基づき，2019 年秋に，山形大学主催，山形県教育委員会，山形市小学校教育研

究会外国語部会，共催で英語教員の研修会を開催してきております。つきましては，もしよろし

ければ，以下の英語の教員研修に関する調査にご回答いただけますなら，幸いです．どうぞよろ

しくお願い申し上げます． 

 

2019 年 11 月 1 日（金）  

代表者  金子淳       山形大学 地域教育文化学部  

 

上記をお読みいただき、ご同意いただけました場合は、お答えいただけますなら幸いです．ご

同意いただけない場合は，回答をおやめになられてもだいじょうぶです．回答しなくても何ら不

利益はございませんので，ご安心なさって下さい． 

お読みになられて，同意される場合は，以下に◯を，つけてお進みになられて下さい． 

 

１．同意します．  ２．同意しません． 

 

 

以下の質問項目のうち，当てはまるものに◯をつけて下さい． 

 

１．現在勤務している学校の校種を答えて下さい． 

 

１．小学校  ２．中学校  ３．高等学校  ４．特別支援学校 

  ５．その他 （        ） 

 

２．年齢を答えて下さい． 

 

１．20 代  ２．30 代  ３．40 代  ４．50 代   

５．60 代 

 

３．明日の授業に，すぐ使える実践的テクニックを学べる研修が望ましい． 

 

１．とてもそう思う． ２．そう思う． ３．少しそう思う． 

４．あまりそう思わない． ５．そう思わない． ６．まったくそう思わない． 
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「テーマ３ 校長及び教員としての資質の向上に関する指標と 

研修の効果的な連動に関する研究」 

 

委託事業成果報告書 
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１２．ウェブクラスでの e ポートフォリオを活用した研修・講習は、今後も、受講してみたいと

思う． 

 

１．とてもそう思う． ２．そう思う． ３．少しそう思う． 

４．あまりそう思わない． ５．そう思わない． ６．まったくそう思わない． 

 

１３．英語のウェブクラスでの e ポートフォリオを活用した教員研修について，よかった点、悪

かった点も含めて、お考えをお聞かせ下さい．（自由記述） 

 

 

 

 

ご協力をいただきまして，どうもありがとうございました． 
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本報告書は、文部科学省による委託事業として、山形大学が

実施した 2019 年度（令和元年度）「教員の養成・採用・研修

の一体的改革推進事業」の成果を取りまとめたものです。 

 したがって、本報告書の複製、転載、引用等には文部科学省

の承認手続が必要です。 


